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内容要旨 
 背景： 2000 年以降、昭和大学病院形成外科を受診した患者で耳介に dermoid cyst を認めた
患者はわずか 3 例で、そのうちの 2 例は先天性の耳介変形を伴っていた。耳介に生じる dermoid 
cystは非常にまれであり、耳介の dermoid cyst と先天性耳介変形との関連を臨床的に検討した。 
方法:PubMed、Scopus、医中誌、China National Knowledge Infrastructure(CNKI)で公開された
論文の中から耳介に生じた dermoid cyst の報告を渉猟し、それに自験例を加えて分析した。耳
前部、耳後部の dermoid cyst、外傷後に生じた後天性のものは除外した。 
結果:16の症例報告のなかで 18 例の耳介の dermoid cyst が報告されていた。自験例 3例を追
加した 20名の患者のうち、1 名は両側の耳介に dermoid cyst を生じていた。19名は片側の耳介
に dermoid cyst を生じており、右耳介に生じたものは 14 名、左耳介に生じていたものは 5 名で
あった。患者の年齢層は 0歳から 63歳と幅広く、男性が 11名、女性が 8 名で男女の報告がない
ものが 1例だった。21例中 19例が耳介の内側上部に発生していた。7例に小耳症、埋没耳、聳
立耳などの先天性の耳介変形を伴っていた。 




耳介は第 1 鰓弓と第 2 鰓弓由来の耳介小丘が複雑に癒合して形成される。Ikeda らは dermoid 
cysts が耳介の上 1/3に発生していたことから dermoid cysts は妊娠 6～11週の第 1鰓弓と第 2
鰓弓が癒合する時期に生じるものと推測している。今回の 21 例中 19 例の dermoid cyst が耳介
上部の第 1鰓弓と第 2鰓弓の癒合する境界線上に集中していた。結論:症例の年齢分布は幅広か
ったが、小児期に耳介の内側上部に生じた嚢胞性の腫瘍は dermoid cyst である可能性がある。
また耳介の dermoid cyst は先天性の耳介変形を伴う可能性がある。 
